
介護の仕事と評価の例  

 

下表は、食事介助など介護各分野の仕事と評価の例です。 

ヘルパーの方の教育や能力評価を行う際に参考にしてください。 
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 仕 事 の 例 

90点以上 70～80点 50点前後 20～30点 10点以下

a 食べやすいよう食事をセッティングし、利用者の身体状況にあった姿勢を
確保すること。 

5 4 3 2 1 

b 嚥下
え ん げ

・咀
そ

しゃく状態を見ながら利用者のペースにあわせて介助すること。 5 4 3 2 1 
食
事
介
助 

c 嚥下障害や硬直、痴呆など、通常の摂食が困難な利用者の身体・精神
状況に合わせた介助をすること。 

5 4 3 2 1 

a 環境を整え、必要物品を準備して、羞恥心に配慮しながら利用者の排泄
の見守り・一部介助を行うこと。 

5 4 3 2 1 

b ポータブルトイレでの排泄介助やおむつ着脱を行うこと。 5 4 3 2 1 

排
泄
介
助 

c 利用者の排泄パターンを把握し、状況にあわせた排泄介助を行うこと。 5 4 3 2 1 

a 環境を整え、必要物品を準備して、羞恥心に配慮しながら利用者の更衣
の見守りを行うこと。 

5 4 3 2 1 

b 麻痺
ま ひ

や硬直などを考慮し、無理のない着脱方法を工夫すること。 5 4 3 2 1 
更
衣
介
助 

c 痴呆や精神障害がある利用者に対し、適宜声かけをしながら更衣介助を
行うこと。 

5 4 3 2 1 

a 環境を整え、必要物品を準備して、羞恥心に配慮しながら利用者の入浴・
シャワー浴の見守りを行うこと。 

5 4 3 2 1 

b 麻痺や硬直がある利用者からの指示に従った入浴介助を行うこと。 5 4 3 2 1 
入
浴
介
助 

c 転倒につながる危険を予測し、常に利用者と自分の体勢の安定・安全に
配慮すること。 

5 4 3 2 1 

a 環境を整え、必要物品を準備して、羞恥心に配慮しながら部分清拭を行う
こと。 

5 4 3 2 1 

b 湯温と体温を確保しながら手早く全身清拭を行うこと。 5 4 3 2 1 
清
拭 

c 障害の状況だけでなく、当日の体調を考慮して清拭方法を変えること。 5 4 3 2 1 

a 空ベッドで、シーツにしわをつくらず、寝具の中心線をあわせてベッド
メイクを行うこと。 

5 4 3 2 1 

b 利用者がベッドにいる状態でベッドメイクを行うこと。 5 4 3 2 1 

ベ
ッ
ド
メ
イ
ク c 利用者がベッドにいて、医療処置が行われている状態でベッドメイクを行う
こと。 

5 4 3 2 1 
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 仕 事 の 例 

90点以上 70～80点 50点前後 20～30点 10点以下

a 体位を変換し、安定した体位を確保すること。 5 4 3 2 1 

b 床
とこ

ずれ・麻痺に配慮し、利用者に苦痛を与えずに体位変換すること。 5 4 3 2 1 
体
位
変
換 

c 利用者の身体・精神状況にあわせ、適切なタイミングで、利用者の安楽を
確保しながら体位変換を行い、床ずれ予防や気分転換を図ること。 

5 4 3 2 1 

a 車椅子を適切な場所にセッティングし、利用者のベッド⇔車椅子の移乗を
見守ること。 

5 4 3 2 1 

b 利用者の身体状況にあった方法で、タイミングをはかって移乗介助を行う
こと。 

5 4 3 2 1 
移
乗
介
助 

c 利用者の残存能力を維持・活用できるよう、適宜声かけをしながら移乗
介助を行うこと。 

5 4 3 2 1 

a 安全な方法・経路を選んで外出介助すること。 5 4 3 2 1 

b 利用者の希望だけでなく、当日の天候・体調等を考慮して外出の提案を
行うこと。 

5 4 3 2 1 
外
出
介
助 

c 経路と利用者の身体状況の両面からリスクを常に予測して回避し、万が一
予想外の出来事が起きても、適切に判断し、対処すること。 

5 4 3 2 1 

a 時間内に食事を作ること。 5 4 3 2 1 

b 利用者の嗜好にあった食事を作ること。 5 4 3 2 1 調
理 

c 盛りつけの工夫・季節感の演出・複数の献立の提案などを通じて、利用者
の「食べる楽しみ」を引き出すこと。 

5 4 3 2 1 

a 時間内に決められた手順で掃除を行うこと。 5 4 3 2 1 

b 利用者とのコミュニケーションを欠かさずに掃除を行うこと。 5 4 3 2 1 掃
除 

c 掃除を通じて住生活の問題を発見し、関係者との連携をはかること。 5 4 3 2 1 

a 金額を確認してお金を預かり、買い物が終わったら、商品と価格を説明
してから残金を返却すること。 

5 4 3 2 1 

b 利用者の買い物の希望（何を、どこで、どれだけ、いくらで）を具体化する
こと。 

5 4 3 2 1 
買
い
物 

c 次回の訪問予定、使用量の見込などを考慮し、買い物の提案を行うこと。 5 4 3 2 1 
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 仕 事 の 例 

90点以上 70～80点 50点前後 20～30点 10点以下

a 利用者に質問することにより、体調を確認すること。 5 4 3 2 1 

b 介助中の観察（顔色・表情・皮膚や排泄物の色や状態など）を通じて、
体調を把握すること。 

5 4 3 2 1 
健
康
チ
ェ
ッ
ク c 利用者の障害・既往歴等をふまえ、リスクを予測して適宜体調を確認する
こと。 

5 4 3 2 1 

a 利用者の基礎情報（障害・既往歴・服薬状況・緊急連絡先など）を正確に
把握すること。 

5 4 3 2 1 

b 緊急連絡が必要な場合に、観察・報告すべき内容を把握し、的確に報告
すること。 

5 4 3 2 1 
緊
急
対
応 

c 利用者の症状に応じ、すみやかに適切な応急処置を行うこと。 5 4 3 2 1 

a 必要な情報を利用者・家族に伝えること。  5 4 3 2 1 

b 難しい言葉や専門用語を使わず、利用者・家族に分かる言葉で説明する
こと。 

5 4 3 2 1 説
明 

c 利用者の状況（体調・表情など）をみて、説明のタイミングや内容を変える
こと。 

5 4 3 2 1 

a 挨拶や言葉遣い・服装など基本マナーを守り、随時声かけをするなど、
利用者から好感と信頼を持ってもらえるような態度で接すること。 

5 4 3 2 1 

b 必要なときにいつでも家族から情報・協力を得られるようにすること。 5 4 3 2 1 
関
係
構
築 

c 自分のやり方・考えをすぐにおしつけず、利用者・家族の理解・行動を
待つこと。 

5 4 3 2 1 

a 事務所に自ら求めるなどして、サービス提供に必要な情報を集めること。 5 4 3 2 1 

b プライバシーに配慮し、利用者・家族に不快感を与えずに必要な情報を
集めること。 

5 4 3 2 1 

情
報
収
集
と
判
断 c 利用者・家族の意見だけでなく、客観的な状況を考慮して判断すること。 5 4 3 2 1 

a サービス提供内容だけでなく、利用者の訴えや変化を介護日誌などに
記録すること。 

5 4 3 2 1 

b サービス提供責任者・ケアマネジャーなどの関係者に対し、サービス提供
上の問題点を報告し、自分の意見を述べること。 

5 4 3 2 1 協
働 

c 利用者の価値観や生活スタイルにあった生活の実現という観点から、
全体としてのサービス提供に関する改善提案を行うこと。 

5 4 3 2 1 

【東京大学社会科学研究所／「ヘルパーの仕事と働き方に関するアンケート」2007 年】 


